
南極海の海洋生物生産過程と地球規模環境変動に関する研究

福地 光男
（情報・システム研究機構 国立極地研究所 極域情報系・極域研究資源センター センター長）

【概 要】

地球規模環境動態を理解する上で、海洋における諸現象の時空間的解析が重要視され

るようになってきた。特に、近年の研究では、地球規模環境変動に影響を与えるガス成

分の動態と海洋生物生産過程との関連が注目を集めている。例えば、植物プランクトン

が生成する硫化ジメチルの前駆体（DMSP）は、引き続き起こる生物過程を通じて硫化

ジメチル（DMS）となり、大気中に放出されると雲核となり、地球規模気候変化に影響

を与えると考えられている。また、これらの他にもメタンや亜酸化窒素等の生成も生物

過程と密接に関連していると言われている。しかしながら、どのような生物過程がどの

ガス成分の動態と関連しているかについては不明な点が多く、その重点的な研究が必要

である。本研究では、海洋生物生産過程と関連を持つ地球規模環境変動に影響を与える

ガス成分として、二酸化炭素、DMS（P 、メタン、亜酸化窒素を取り上げ、それらの動）

態と生物生産過程の関連を調べる。具体的には、植物プランクトン種の違いとガス成分

の動態及び南極海で卓越するナンキョクオキアミ、原索動物であるサルパ、更には微小

動物プランクトンの摂食過程の違いとガス成分の動態を明らかにする。最終年度には、

現場観測データを解析し、温暖化ガス成分の動態に及ぼす生物生産過程の貢献度を評価

する。

【期待される成果】

現在、地球規模気候変動に関する様々なシミュレーションがなされているが、海洋の

生物生産過程が関与するガス成分に関するパラメータは組み込まれていない。これはま

さに、両者の関連が判っていないからに他ならない。本研究の結果から、海洋の生物生

産過程が地球規模環境変動に影響を与えるガス成分の動態に深く関与していることを総

合的に評価できる。こうした結果は、上記のシミュレーションをより精度高いものへと

発展させることになる。また、生物学研究者と地球化学研究者が、これまで別々に縦割

り的に行ってきた研究を融合させ、新たな研究分野を創造するものである。
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